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動電位を誘導し，外液中のイオン濃度の比[K+J/[Ca++J I/ 2 が膜の興奮性に及ぼす効果を調べた。膜の
興奮性の指標として，活動電位の立上速度の最大値(MRR) をとると， MRR の逆数は， [K+J/[Ca++Jω 




さらに ， [K+J/[Ca++J I/2 が，ゾーリムシの感覚受容の感度に及ぼす効果をゾーリムシの誘引物質に
対する走化性反応を用いて調べた。ゾーリムシは培養条件に当る [K+J/[Ca++J I/ 2 の中間的な値の近傍









パワースペクトルを求め，それらが，外液のK イオン濃度， [K+J ，と Ca イオン濃度， [Ca2+], を変
えたとき，比[K+J/![Ca 2 +J によってきまることを示し， K イオンと Ca イオンとの作る局所電流の
ゆらぎが膜電位のゆらぎの主な原因であることを明らかにした。
第 2 部では一定の電流刺激を与えたときの膜の興奮の大きさを，第 3 部では化学物質に対する走性
の強さを，それぞれ膜電位のゆらぎを測定したのと同じ環境でしらべた。これらの結果を総合し，著
者は環境変化に応じて膜電位のゆらぎが変化し，それが膜の興奮性を変えることがゾーリムシの走性
行動にとって重要であると考えられることを示した。
以上，この研究は単細胞生物の膜電位のゆらぎをくわしく解析し，このゆらぎの行動における役割
について興味深し瓦知見を与えたもので 工学博士の学位を授与するに価すると認める。
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